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常に心して　歩いた後に

平和の花を咲かせましょう

２００２～２００３年の陽光が私達ロータリアンに注いでいます。

１９０５年２月２３日（木）弁護士ポール・Ｐ・ハリス、鉱山技師ガ

スターバス・ローア、仕立屋ハイラム・Ｅ・ショーレ、石炭商シルベス

ター・シールの４人の若者によって灯された友情と平和の願いは全世界

に拡がりをみせました。

さて、現在宇宙から地球を眺めた時、この惑星には平和と言うゴールはないのでしょうか。常に争いの

炎があがっています。今こそ地球の平和を目指して努力しなければ創立１００周年を迎えんとしているロ

ータリークラブの存在の意味がなく平和は訪れないと考えます。

皆さん、心と心とを結び合ってロータリーの道を一緒に歩もうではありませんか。

本年度ビチャイ・ラタクルＲＩ会長が「入りては学び、出でて奉仕せよ」の標語を掲示された国際協議

会場にて国際ロータリーのテーマ「慈愛の種を播きましょう/Sow the Seed of Love」を発表され、私達の心

に慈しみの心、思いやりの心の大切さを強く植えつけられたのであります。

ＲＩ２６５０地区のロータリアンの皆さん、この慈愛を「常に心して歩いた後に平和の花を咲かせまし

ょう」ではありませんか。

Always Remember in Your Heart to 

Nourish the Flower of Peace on Your Passing

さて、ロータリークラブの発展は如何にあるべきかと考えた場合：

１） 魅力的なロータリークラブに（人格の形成）

２） 会員増強、拡大（新入会員純増年間５名）

Sow the Seeds of Love  
2002～2003年度　第2650地区　ガバナーメッセージ

2002～2003年度　　

岡　村　吾　郎
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３） 新会員に教育を（情報の提供）

４） クラブの活動はトップダウンではなくボトムアップ

この目標をよく吟味していただく事をお願いします。

さて、私達が自由に使える時間は、睡眠、食事、仕事などに使う基礎的な時間を除くと１年間に約３０

００時間です。この自由時間をどう使うかによってその人の人格が形成されるのです。皆さんの３０００

時間全てとは申しません。一日ほんの少しの時間でもいいのです。慈愛の心でもってロータリー活動に邁

進していただけたら２１世紀の社会は素晴らしく豊かで平和になると信じます。

２００２～２００３年度ＲＩ２６５０地区ガバナーであります私の任務はＲＩ会長のテーマと目標に向

け各クラブ作りや奉仕活動を支援することであり、ガバナー補佐、地区委員の皆さんと連携を密にしてク

ラブの相談、援助に努めて参りたいと思っています故、皆さんのご協力をお願い申し上げます。

会員の皆様に実りのある年である事を祈っています。

 慈愛の種を播きましょう
国際ロータリーテーマ
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2001～2002年の１年間ご苦労様でした。伝統あるＲＩ２６５０地区でありますが故に、

固定観念にとらわれて変えてはならないもの、又変えなければならないものを良く吟味・検

討され、改進の道を開かれました。その実行力に感心致しますと共にその意欲と指導力には

只只感服いたすところであります。

今後私はそのエネルギーを頂戴して次年度の奉仕活動を進めてまいる所存でございますの

でご指導を宜しくお願い申し上げます。

私事になりますが、手取り足取りのご指導と太い眉毛の下の優しい瞳がいつも私を見つめ

見守っていただいておりました事に心から御礼申し上げます。

西村二郎直前ガバナーへの感謝
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2002～2003年度

国際ロータリー会長メッセージ

慈愛の種を播きましょう

親愛なる同僚ロータリアンの皆さん：

私たち一人一人にとって、ロータリーは皆それぞれ違った特別の意味を持っています。クラブ内におけ

る温かい友情を大事に育てる人が居るでしょう。一方また、奉仕と援助を必要としている人々に尽くす機

会を、とりわけ高く評価する人も居るでしょう。いずれにせよ、大部分の人々は、世界中隅から隅まで奉

仕という点で極めて効率よく私たちを結びつけている国際的精神に、ロータリーの価値を見出しているの

です。

まさしくただ今現在、ロータリーの名において、数え切れないほど沢山の活動が行われています。ただ、

たとえ私たちが何をするにしても、その中には終始変らぬ一つの基本があります。

それは、ロータリーにおける最善の親睦、奉仕は、常に愛の真心から出たものだ、ということです。ひ

とたび慈愛の心が私たちの行動に吹きこまれると、私たちは時間や金の犠牲などに躊躇しておられません。

私たちはより多くの事を成し、より多くのものを与えようと奮い立たされます。まさに慈愛こそ、すべて

ロータリーの仕事を背後から支えて、これを最善のものにする原動力なのです。

かつてマザー・テレサがこう言いました：「どれだけ沢山の物を与えるかではない、大事なのはどれだ

け満ち溢れる慈愛をこめて与えるかです」と。私たちの行動が慈愛に発するものであるなら、それは正真

正銘一層効果的なものとなり、奉仕を受ける人々の心情に深く深く泌み透るでしょう。

私たちロータリアンは、自分自身十分に慈愛の心を備えているのですが、私たちの前途に横たわる壮大

な目標を達成するためには、私たちの信条と負託を共有してくれる人々がもっと沢山必要なのです。私た

ちの組織の永続を確実なものにする最善の方途は、出来るだけ沢山の人々の心に慈愛の種を播くことです。

されば2002～2003年度、全ロータリアンに向かって私が強くお願いしたいのは、正にこの一語です：

慈愛の種を播きましょう－あなたのクラブに、あなたの職場に、あなたの地域社会に、そして世界中あり

とあらゆる場所に。

ロータリーは慈愛の種を播く無数の道を示す

国際ロータリーとロータリー財団のプログラムによって－私はあなたがた自身のインスピレーションと自

発的創意で、上意下達ではなく、草の根レベルから立ち上って動くことを強く求めるものですが－私たち

の専門的能力を最も必要としている所に、私たちは一役買って出ることが出来るのです。即ち若者たちが

現在の困難を乗り越えて、明日の指導者になれる様に応援する、国境を越えた奉仕の協力態勢を発展させ

る、またポリオ撲滅に関する私たちの誓約を完遂する、など…
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私たちのクラブや地区内でも、私たちは身辺地帯の改善から、更に広い地域社会に対する力強い貢献に

到るまで、さまざまの方策があります。

私たちは新しいプログラムやプロジェクトを作る必要はありません。私たちは現在あるものに一層多く

関わりを持ち、直接自分で手をつけることに、今すぐ取りかかれるのです。奉仕というものが愛の真心か

ら発し、自分の経験に裏打ちされている限り、私たちは単なる小切手を書くのではありません。私たちは

自分の人生にロータリーを書きこむのです。

私の願いは、2002～2003年度、真実口一夕リー奉仕の喜びをすべての

ロータリアンに直接味わって頂くこと

その喜びは、あなたの指導に従ってひたすら読み方を覚えようと、勉強に熱中している子供から来るか

も知れません。それはまた、あなたの地区が開発した小規模融資計画のお蔭で、子供を養える様になった

仕合わせな母親を目のあたりにした時に得られるものかも知れません。あるいはまた、あなたのクラブが

先鞭をつけた職業訓練プロジェクトによって、生産的な仕事に就くことが出来た男女の誇らしげな顔を見

て覚える喜びかも知れません。

奉仕の喜びの極致を実感する道は、それこそ様々でしょうが、何れにせよ、それには私たちの時間と能

カを全面的に捧げなければなりません。ロータリーにこんな投資をしても、あなたは決して後悔する破目

にはならぬ、と私は保証します。ひとたびあなたが、他の人々の生活を変え、彼等に希望をもたらして絶

望の淵から救い出し、冷淡な風潮に慈愛を吹きこむ、という機会を経験すれば、あなたは自分がロータリ

アンであることの意義を十分に感得するでしょう。

2002～2003年、ロータリーを簡素に、と私はロータリアンを激励する

実際問題として、ロータリーの奉仕の理想は、その手段、方法の多様性によって、どの様にも解釈出来

ます。それをこれ以上複雑にする必要はありません。ロータリーは他人に対す奉仕を通じての親睦という

機会を提供するものです。この心に訴える単純な呼びかけが、男女を動かし奮い立たせるのです。

慈愛の種を播けば、その幾つかは殆どすぐにも芽を出し始めるでしょう。そして野の花の様に、自分で

種を飛ばし、大気の流れに乗って慈愛を播き広めることが出来るのです。また残りの種は、もう少し育成

に時間がかかるでしょう。然しこの種を慈愛献身のロータリー的行動に浸しこめば、必ず人道的奉仕とい

う大豊作の収穫が得られる、ということを私は保証します。

何処に慈愛の種を播くのか？どうすれば最も効果的か？

機会はあなたの周り、到る所にあります。
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まず最初に、自分のクラブに慈愛の種を播く

良いクラブの親睦とは、会員同士が相手に対して示し合う慈愛と関心の上に成立つものです。あなたは

同僚ロータリアンについてどれだけ良く知っていますか？もっとよく知ろうと努めてみましょう。相手の

家族のこと、仕事のこと、また相手の希望や夢についてもっと学びましょう。あなたのクラブに暖かい歓

待の雰囲気があれば、専門職や管理職の新人を引き入れ、今の会員達を巻き込んで、これを活性化するこ

とが出来ます。強力なクラブ奉仕というロータリーの基本原則を復活させることによって、ロータリーの

原点に立ちもどりましょう。

自分の職場に慈愛の種を播く

今日のグローバル化した経済取引の市場は度外れて没人間的なものになっています。人々は協力し加勢し

てくれる専門的人脈との結びつきを必要としているのです－言うまでもなくそれこそロータリーの理想に

対する品質保証でもあります。もしあなたが慈愛の種を社員、顧客、競争相手に播けば、破壊的過当競争

を終決させ、ロータリーが信奉する高度の道徳的水準を維持することが出来るでしょう。

地域社会に慈愛の種を播く

これは、クラブ会員の知識、技能、個人的興味を十分に活用し、野心的な奉仕プロジェクトを開発する

ことによって出来るでしょう。その様な意義深いプロジェクトを通じてロータリアンは、クラブ活動に慈

愛という個人的スタンプを押すことが出来ます。そしてまた、それがロータリー奉仕活動の価値を充全に

発揮することにもなります。私たちの播いた種が私たちの地域社会で育ち始めるにつれて、他の地域社会

も私たちの尽力に与りたいと願ってくるでしょう－そしてロータリーもまた成長してゆくのです。

そして最後に、世界に慈愛の種を播く

慈愛無くしてこの苦難に満ちた世界に平和をもたらすことなど望むべくもありません。ロータリアンとし

て私たちは、国際親善奨学生、研究グループ交換チーム、ロータリー・ボランティアを通じて慈愛の種を

播くことが出来ます。私たちはまた、飢えた人々に食を与え、病める人を治療し、ホームレスに簡易宿泊

施設を与えるなどして、海を越え国境を越えて慈愛を注ぐことが出来ます。ロータリーを通じて実現され

る清潔な飲み水、身近かな健康管理、世界の子供達に対する教育、そして全人類に対する基本的生存条件

の充足ということ、その中に私たちの慈愛は自ら光り輝くのです。

ビチヤイ・ラタクル

2002～2003年度国際ロータリー会長

2002～2003年度国際ロータリー会長メッセージ



8 Governor's  Monthly Letter  2002. 7. 1

地区会員増強・退会防止委員会委員長　小池恭弘

21世紀一般人も宇宙に行ける時代になるようで、、初期の頃は宇宙飛行における食生活は快適ではない

といわれておりましたが、最近宇宙食も改良されてきているようです。食べる喜び、噛むことの喜びは命

あるかぎり人間が忘れることのできない行為の一つです。80歳で20本の歯を残し自分の歯で食事をして介

護老人にならず、家族に負担をかけない元気なロータリアンであれば「友愛と奉仕」に人生を捧げること

ができます。各会員並びに家族従業員が健康を保持することにより会員増強が導かれるのではないでしょ

うか。

今年度の当地区の会員増強の目標は「純増５名」です。どうかご協力お願いします。何故ならば皆様方

はもちろんご存知のことと思いますが、1998年7月1日には国際ロータリー第2650地区には6,496名の会員

が在籍しておられました。2002年1月現在、会員数は5,642名で約４年間において854名の退会者がでてお

ります。このままの状態であれば5,600名を切るのは時間の問題であろうと考えられます。

今後このような状態で会員が減少するようであれば地区運営にも支障をきたすことになります。どうか

各クラブにおいて会員増強をお願いしたいのです。そのために新しく改定されたロータリークラブ定款の

第７条　職業分類第２節「制限」をフルに生かして、また検討して会員増強を進めて頂きたいと思います

が、この「制限」についてはよく検討する必要があると考えられます。各クラブにおいて情報委員会、職

業分類委員会で研究して増強に役立てられるようにして頂き、また家庭集会などにおいても議題に上げて

増強問題を話し合われ増強に力を入れて頂きたいと思います。１業種１名の原則が緩やかになりつつあり

ますが、逆にこの「原則」が退会防止に繋がらず退会に拍車をかけるような事のないようにお願い致す次

第です。会員推薦にはできるならば推薦者の中に同業者１～２名の推薦人を必要とされるようにするのも

一つの方法と思われます。

また、当地区において女性会員の入会者が非常に少ないように思われます。日本35地区において女性会

員数の現状は2001年９月末2,312名で2650地区においては36名の会員です。全体の0.6パーセントに過ぎ

ず最下位の位置に存在しています。現在女性の方々の社会における役割は計り知れません。この点も考慮

して今年度女性増強副委員長を設け、女性会員の入会方法を検討し入会しやすいロータリーにしたく思い

ます。

各クラブが純増５名の会員増強
をお願いして
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ロータリークラブは1905年2月に創立されて以来、現在まで97年の歳月を重ねて、今では162ヶ国、ク

ラブ数30,149、人数1,118,492人（2001年6月30日　R I 公式発表）に達するまで、大いなる拡大発展を

遂げて参りました。しかしながら、1998年６月末以降世界各地で会員の減少が目に付くようになり、様々

な対策も空しく、減少傾向に歯止めがかからないのが現状であります。我が国に於いては長引く不況が大

きな要因になっていると考えられます。

世界各国・各地区の中で最高レベルの奉仕実績を誇る当2650地区も、昨年（2001年）12月までは同様

の状況に喘いでおりました。幸いにして西村二郎直前ガバナー、地区拡大委員長、福井、京都西北両ロー

タリークラブの皆様の大変な努力と情熱によって新しく二つのクラブが創立され、上昇傾向に転じはじめ

ました。岡村ガバナーはこの機運を更に確実な「モノ」にしたいと願っておられます。

過去、当地区は90クラブ6,713名の会員を擁したこともあり、最多人数時に比べて今年（2002年）4月

末現在で93クラブ5,870名と、まだ843名も少ない状況です。１クラブ50名平均として約17のクラブが不

足しているのと同様であります。この差を埋めるには各クラブがそれぞれ会員増強を計ること以外に、な

んとしても皆様にご協力願い、新しいクラブを創立する必要があると考えられます。地区内各府県毎に詳

細に検討すれば新しいクラブを創立することが出来る余地は充分にあると思います。

地区内各クラブの皆様、自らを顧みてロータリーの諸活動に熱心に取り組んでいると答えられる人は何

人おられますでしょうか？ロータリー活動に関与していない会員が70％も存在すると言われている現状に

鑑み、「我々に必要なのはロータリアンであり、単に多くのロータリーメンバーではない」と本年度R I 会

長 ビチャイ・ラクタル氏は話されました。このことは各クラブ会員の質向上の大切さを指摘されているも

のであります。クラブにとって質は強さであり、量（人数）は力であります。そして質も量によって保証

されると思っております。本年度地区拡大委員会は拡大の可能性を強く求めてまいります。どうぞ地区内

会員の皆様お一人お一人が新しいクラブを創設する為の情報や提案をお寄せ戴き、地域社会に慈愛の種を

播くことができますよう、熱意あるお力添えを賜りたくお願い申し上げます。

より多く、よりキメ細かく、
慈愛の種を播こう

地区拡大委員会委員長　今西清悟
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G.S.E.派遣団員募集

１ 派遣の概要
派 遣 地 区 R I 第6080地区 (ミズーリ州　米国) 

チーム編成 団長１名 (ロータリアン) 団員４名 (男女を問わず) 

参　加　費 無　料｡ (往復航空運賃はロータリー財団より支給)

但し､ 事前研修に伴う費用・パスポート・旅行保険などは自己負担｡

派 遣 期 間 2003年４月下旬～５月下旬 (約５週間) の予定｡ 

派 遣 目 的 青年職業人の国際交流と自己啓発並びに国際理解増進｡ 

研 修 内 容 派遣地区の社会文化産業等の視察研修｡ 

ホームステイによる市民生活の体験的研修｡ 

２ 候補者の推薦要綱
一般公募を行わず地区内ロータリークラブの推薦による｡ 

受 付 期 間　2002年７月１日～９月24日

受 付 場 所 R I 第2650地区　2002～2003年度ガバナー事務所

〒630－381 奈良市福智院町５－３　TEL(0742)25－2650 FAX(0742)25－2651

提 出 書 類　候補者の履歴書 (市販のもの) と顔写真１枚｡ 

３ 候補者の資格要件
１． 日本国籍をもち地区内に住所又は勤務先を有すること｡ 

２． 団体行動による長期の海外旅行に充分に耐えられる健康の持ち主｡ 

３． 25才以上40才以下で２年以上現在の職業に就いていること｡ 

４． 職場の推薦を得られること｡ 

５． 家庭の承諾を得られること｡ 

６． ロータリアンの二親等以内の親族でないこと｡ 

７． 出発前研修 (土・日・祝日を利用､ ８～10日間) に自費参加出来ること｡ 

４ 選考試験 (詳細は応募者と推薦クラブへおって通知する) 

2002年9月29日(日) 午前10時より 於：ザ・パレスサイドホテル TEL(075)415－8887

英会話､ 筆記試験 (英作文・英文和訳)､ 面接｡ 

団員４名と補欠１名を決定する｡ 

合格者は結団式を当日試験終了後 (午後４時以降) 行う予定｡ 

ロータリー財団教育プログラム 研究グループ交換 (Group Studｙ Exchange:G.S.E.) 2002～2003年度

ごあいさつ

G.S.E.は1965年に発足したロータリー財

団の国際交流プログラムで､ 我が2650地区

は1971～72年度からスタートし､ 記念す

べき20回目の今年度はアメリカ・ミズーリ

の6080地区との交換を行います｡ 

西部開拓時代の基地であったミズーリには､ 牛肉の本場らしいカウボ

ーイのショーやロデオ､ そしてマーク・トウェインがトム・ソーヤを誕

生させたハンニバルなどバラエティに富んだたくさんの見所があります｡

この魅力的な6080地区において､ ホームステイを体験しながら､ 職業研

修・ロータリークラブの例会及び地区大会を楽しんで頂きます｡ 

財団に寄付をされている地区内会員の皆様､ 貴社の優秀な若手社員

をぜひご紹介下さい｡ 

国際ロータリー第2650地区
2002～2003年度 GSE委員会
委員長　木 村 憲 一
(福井ロータリークラブ)

20回
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はじめてお目にかかります。ポリオ撲滅募金活動キャンペーン委員会と申します。

聞き慣れない名前ですが、世界のロータリアンの夢であるポリオ撲滅の願いがいよ

いよ叶えられようとしているとき、国際ロータリー創立100周年である2005年にむ

けて、撲滅の最後の一歩を皆で一緒に踏むための委員会です。

ここで、われわれが、思い出さなければならないことがあります。ポリオは昭和

30年代に日本でも大流行しています。昭和35年には、全国で5106人の子どもが発

病し、284人が亡くなっています。その時、日本や世界の多くの人たちの努力があ

って、その後ポリオ患者は激減していったのです。昭和55年を最後に日本ではウイ

ルス野生株によるポリオ患者の報告はなくなりました。

残念ながら、ポリオはまだ世界からは消えてはいません。2002年２月までの１年間で、まだ世界で10ケ国、

471人の子どもがポリオに罹患しています。ワクチンが届かなかったからです。障碍となっているのは、地域戦争、

政治的レベル、そして資金不足です。そこで、資金不足の解消のため、R I は2002年７月から翌年2003年６月ま

でに、ロータリーとして世界で8,000万ドル募

金が必要だと呼びかけているのです。今回、R I

2650地区はR I の要請を受けて、全ての地区ク

ラブ、全ての地区ロータリアンにポリオ撲滅の

ための募金活動を要請します。募金は単にお金

が集まるということだけでなく、ロータリアン

や地域住民の意識を喚起し、奉仕活動の輪が広

まることが大切です。そのため、以下のような

お願いをします。

（基本事項）

１. 募金期間は１年間です。

２. 募金の主体は各クラブです。金額も大切ですが、暖かい心を結集できるように、クラブ単位の

工夫とチームワークを期待します。（地区ポリオ撲滅募金活動キャンペーン委員会はクラブの募

金活動を支援するいわば「黒子（くろこ）」のような存在なのです。）

３. 各クラブの募金活動の担当は、幹事にお願いします。（地区委員会との連絡など）ただし、クラ

ブ内に特別な担当者をお決めでしたら委員会にご連絡ください。（連絡先は下記）

４. 活動はロータアクト、インターアクトなどとも連携して行ってください。

５. 平成１４年５月１２日の地区協議会において、各クラブ会長にお渡ししたポスターとビデオを

大いに利用してください。

「きらきらきらとした美しい瞳の子どもたちに希望と青い空を」
（岡村ｶﾞﾊﾞﾅｰ）

ポリオ撲滅募金活動キャンペーン

松原委員長

ミャンマー・マンダレーでのポリオワクチン投与（2002. 1. 9 ～17）



（具体的活動）

１. 募金目標金額などは事情に合わせて各クラブで議論してください。地区委員会は目安となる金額を

以下のように推奨しています。（この金額に加えて、チャリティーなどによる募金活動を期待していま

す。）ロータリアン一人あたり、その人の介護保険料の１～２ヶ月分を寄付していただけたらと思いま

す。あくまでも、寄付は１回であり、毎月寄付していただくというものではありません。（したがって、

各自の寄付額はおおむね１年間で５千円から９千円程度だと思います。）介護保険に入っておられない

方（40歳未満の方など）はその方の判断でお願いいたします。いずれにしても、各クラブで大いに議

論してください。ご自分が例えばポリオに子供の時にかかって、足腰が弱って、介護を受けなければな

らない場合などを想像していただき、ご自分の介護保険についても考えてみていただきたいと思います。

寄付の申し込みは財団にお願いします。この募金は財団の年次寄付の目的指名寄付に該当します。つ

まり、ポールハリスフェローやマルチプル・ポールハリスフェロー認証の対象になります。ただし、財

団の運営もＲＩや地区にとって極めて大切なので、従来の財団への寄付プラスアルファで考えてくださ

い。たとえば、年次寄付で目的指名なしは、３年後にＤＤＦとして地区還元されます。それを、目的指

名にすると、３年後地区に還元されない事態となります。また、基金寄付も重要な寄付で、利息で運営

されます。基金寄付はベネファクター認証の対象です。

寄付の例）毎年150ドル年次寄付をしておられる方、今年度は200ドルにして、50ドルをポリオへ

と目的指名寄付にする。（この例は、あくまでも例であって、強制ではありません。）

２. 上記各ロータリアンからの寄付に加えて、各クラブでチャリティーイベントを１年間に２回以上開催

（主催）してください。そのうち１回以上は一般市民を巻き込んだものにしてください。また、地域で

行われる各種イベントなどの参加も検討してください。

例）ロータリアン対象のもの：チャリティーゴルフ、例会時の募金箱

一般市民を巻き込むもの：チャリティーコンサート、チャリティーバザー

地域イベントに参加：地域文化祭、地区運動会

チャリティー募金の振込先は、

南都銀行本店　RI2650地区ﾎﾟﾘｵ撲滅募金活動ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ委員会会計　池田稀信　

店番０１０　口座番号６４４６１９

（振り込みに際しては、必ず委員会に連絡してください。チャリティーの日時、参加人数、内容、

担当者名、募金方法、できれば写真または画像をいただきたいと思います。）

次年度地区ポリオ撲滅募金活動委員会は、岡村ガバナーエレクトのご指導のもと、ＲＩからの要請を受

けて、ＲＩ２６５０地区の全てのクラブとその会員に撲滅の最後の難関を越えるべく心温まる募金活動を

依頼します。皆さんの手で多くの募金を集め、あの忌まわしいポリオが地球から消えるその瞬間に、関わ

りをもって、立ち会おうではありませんか。

私事ですが、こんな夢を描いています。もう何年かしたある日、テレビでこんなニュースが流れるでし

ょう。「本日ＷＨＯは地球からポリオ撲滅されたことを宣言しました。」と。その素晴らしい瞬間を迎えた

日、私はその夜にでも、「自分もこのことにほんの少し貢献したんだ。」と喜びを持って一緒に頑張った何

人かの人に電話をし、その喜びを分かち合いたいと思います。その日皆さんはどうされますか。

地区ポリオ撲滅募金活動キャンペーン委員会

注）

１，これは、あくまでも募金のための参考であってこれらを強制するものではありません。

２，文責はポリオ撲滅募金活動キャンペーン委員会にあり、ガバナー事務所や財団増進委員会は関与していません。

ご質問ご　意見はポリオ撲滅募金キャンペーン委員会にお願いいたします。

3, 内容は状況に合わせて変更される場合がありますのでご了承ください。

（委員会連絡先）松原委員長
職場電話　0776-22-3717 職場ファックス 0776-27-2827
メールアドレス　matsu-r@mitene.or.jp
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７月 「識字率向上月間」 （Literacy  Month）

７月13日（土） 地区ロータリー財団研修セミナー

８月 「会員増強及び拡大月間」（Membership  Development  and  Extension  Month）

８月24日（土） 第3組 京都田辺R.C.

９月 ７日（土） インターシティミーティング 第1組 大津唐橋R.C.

９月21日（土） （Intercity  Meeting） 第2組 宮津R.C.

10月５日（土） 第5組 鯖江北R.C.

10月19日（土） 第4組 五條R.C.

９月 「新世代のための月間」（New  Generations  Month）

10月 「米山月間」（Yoneyama  Month）

「職業奉仕月間」（Vocational  Service  Month）

11月 「ロータリー財団月間」（The  Rotary  Foundation  Month）

12月中旬～ 次年度会長・幹事の決定報告 ● R I 事務局

１月上旬 （公式名簿記載資料提出） ●（写）ガバナー事務所

●（写）ガバナー・エレクト事務所

１月 「ロータリー理解推進月間」（Rotary  Awareness  Month）

２月 「世界理解月間」（World  Understanding  Month）

１月26日（日） 国際協議会（International  Assembly） 於：アナハイム

～２月２日（日）

２月８日（土） 第2回合同地区委員会（District  Committee）

２月23日（金） ロータリー創立記念日（Anniversary  of  Rotary）世界理解と平和の日

３月 国際大会出席代表信任状（Credential  of  Convention） ●ガバナー事務所

３月1日（土） 2003～2004年度　会長エレクト研修セミナー

（Presidents-elect  Training  Seminars）

４月 「ロータリー雑誌月間」（Rotary’s  Magazine  Month）

４月５日（土） 2002～2003年度　地区大会 （District  Conference）

～４月６日（日） 於：なら１００年会館

ホスト：奈良R.C.

４月26日（土） 2003～2004年度　地区協議会（District  Assembly）

2003～2004年度　第1回合同地区委員会（District  Committee）

５月16日（金） 2002～2003年度　合同地区R.Y.L.A.

～５月18日（日）

６月 「ロータリー親睦活動月間」（Rotary Fellowships Month）

６月１日（日） 国際大会（International  Convention） 於：ブリスベン（オーストラリア）

～６月 4 日（水）

クラブ討論会（Forum  on  club  Level） 4大奉仕部門に少なくとも年4回開催

クラブ協議会（Club  Assembly） 年5回以上開催

出席率報告 ●ガバナー事務所

翌月15日午前中必着のこと

新入会者、退会者 ●R I 事務局

●ガバナー事務所

●は報告書などの提出先

2003年

適　時

毎　月

その都度

2002年

国際ロータリー事務局（Rotary International）

One  Rotary  Center,  1560  Sherman  Ave.  Evanston,

Illinois  60201,  U.S.A.

国際ロータリー　日本事務局

〒115-0045   東京都北区赤羽2-51-3 NS3ビル　1階

TEL: 03-3903-3161（奉仕室）FAX: 03-3903-3781

国際ロータリー第2650地区　2002～2003年度

年間行事予定表
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国際ロータリー第2650地区　2002～2003年度

公式訪問・I.M .予定表

10月

１火　福井南

２水　京都西北

３木　びわ湖八幡

４金　福井西

５土　

６日

７月

８火　宇治

９水 園部

10木 甲西石部

11金　三国

12土　　

13日

14月

15火　京都西南

16水　高島

17木　平城京

18金　大津中央

19土　

20日

21月　福井東

22火　京都八幡

23水　丸岡

24木　京都田辺

25金　長浜東

26土　

27日

28月　五個荘能登川

29火　彦根南

30水　栗東

31木　京都洛東

I.M .第４組
五條

I.M.第５組
鯖江北

１木　舞鶴東

２金　綾部

３土

４日　

５月　

６火　水口

７水　京都山城

８木　峰山

９金　橿原

10土　

11日

12月　

13火

14水

15木　

16金　

17土　

18日

19月　京都紫野

20火　京都洛中

21水　五條

22木　奈良西

23金　鯖江

24土　

25日

26月　大和郡山

27火　勝山

28水　大津東

29木　大津西

30金　大野

31土　

I . M . ３組
京都田辺

８月

１月

２火

３水

４木　京都南

５金　京都東

６土　京都北

７日

８月

９火　大津

10水　京都

11木　彦根

12金　八日市

13土

14日

15月　京都西

16火　京都山科

17水　近江八幡

18木　福井

19金　福井あじさい

20土

21日

22月　長浜

23火　武生

24水　敦賀

25木　福知山

26金　京都洛西

27土

28日

29月

30火　大和高田

31水　福井北

7月

１日

２月

３火　奈良大宮

４水

５木　草津

６金　京都乙訓

７土　

8日

９月　

10火　舞鶴

11水　桜井

12木　京都洛西

13金　京都城陽

14土

15日

16月

17火　亀岡

18水　奈良東

19木　武生府中

20金　京都伏見

21土　　

22日

23月

24火　若狭

25水　生駒

26木　京都西山

27金　守山

28土　

29日

30月　

９月

I.M.第 ２組
宮津

I.M.第１組
大津唐橋

１日

２月　京都中

３火　野洲

４水　京都嵯峨野

５木　大津唐橋

６金　亀岡中央

７土

８日

９月　

10火　王寺

11水

12木　

13金　京都モーニング

14土

15日　

16月　

17火　福井フェニックス

18水　

19木　奈良

20金

21土

22日

23月　

24火　

25水　

26木　

27金　

28土　

29日　

30月　

31火　

12月

１金

２土

３日

４月

５火　宮津

６水　八日市南

７木

８金

９土　

10日

11月

12火　滋賀湖北

13水　京都北東

14木　京都桂川

15金

16土

17日

18月　

19火　福知山西南

20水　京都朱雀

21木　宇治鳳凰

22金　

23土

24日

25月　京都平安

26火　京都洛南

27水　鯖江北

28木　橿原中央

29金　京都紫竹

30土　

11月
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I . M . 組織および予定表
国際ロータリー第２６５０地区　２００２～２００３年度

組

地域

第１組

滋賀

第２組

京都北部

9月21日(土) 

宮津ロイヤル

ホテル

第５組

福井

第３組

京都市

・

京都南部

8月24日(土)

京都ホテル

オークラ

第４組

奈良

参加クラブ

（地区内92Ｒ.Ｃ.）

びわ湖八幡、五個荘能登川、彦根、

彦根南、甲西石部、草津、水口、

守山、長浜、長浜東、大津、大津中央、

大津東、大津唐橋、大津西、近江八幡、

栗東、滋賀湖北、高島、野洲、

八日市、八日市南

22R.C.

綾部、福知山、福知山西南、

舞鶴、舞鶴東、峰山、宮津

7R.C.

亀岡、亀岡中央、京都、京都伏見、

京都平安、京都東､京都北東､京都城陽､

京都桂川､京都北、京都南、

京都モーニング、京都紫野、京都中、

京都西、京都西山、京都乙訓、

京都洛中、京都洛北、京都洛南、

京都洛西、京都洛東、京都嵯峨野、

京都西北、京都西南、京都紫竹、

京都朱雀、京都田辺、京都山科、

京都山城、京都八幡、園部、

宇治、宇治鳳凰、

34R.C.

五條、平城京、生駒、橿原、

橿原中央、奈良、奈良東、

奈良西、奈良大宮、王寺、桜井、

大和郡山、大和高田

13R.C.

福井、福井あじさい、福井東、福井北、

福井南、福井西、

福井フェニックス、勝山、丸岡、

三国、大野、鯖江、鯖江北、

武生、武生府中、敦賀、若狭

17R.C.

開催日

会場名

9月7日(土)

大津プリンス

ホテル

10月5日(土)

サンドーム

福井

10月19日(土)

橿原万葉

ホール

宮津R.C.

金谷　一

京都田辺R.C.

田中平八

大津唐橋R.C. 

吉川静雄

鯖江北R.C

小山　泉

五條R.C.

三谷　始

山田三郎

清水孝雄

西村二郎

太田伊三男

山崎時雄

江上克介

宮 茂和

佐々木照誠

中野重宏

久保　崇

ホストクラブ

会長エレクト

ゼネラルリーダー

I.M.実行委員長
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